
 

  

    

本校では、遠隔合同授業において児童が
何を、どのように学べば良いかを明確にイ
メージできるように、ルーブリックを導入し
ました。そこで、今月は授業で利用してい
るルーブリックを紹介します。 
授業にルーブリック（授業において目指すべき到達度）

を取り入れた目的は３つあります。 

１つ目は、児童・生徒が見通しを持って学習に取り組め

るようにするためです。 

目指すべきゴールがはっきりすることで課題解決に向けて

視点を定め、自身の答えや考えを深めることができた児

童生徒が多くいました。その結果、目標を達成できる児

童・生徒が増えました。 

２つ目は、学ぶ理由を理解して自己のパフォーマンスを

振り返れるようにするためです。 

今までは、「どうしてこれを学ぶのか」「どこまで深めたらいい

のか」など、児童・生徒が抱く不透明な部分がありました

が、彼らが自ら考え、ルーブリックを作成することで上記の

ように感じる児童・生徒が格段に減りました。それだけで

なく、学ぶ理由を理解することで学習に取り組む姿勢が

意欲的になりました。 

３つ目は、教師側が適切に児童の到達度を評価するた

めです。 

目指すべきゴールがはっきりすることで、教員自身も何

を評価すべきか悩むことがなくなりました。適切に評価

ができるようになっただけでなく、指導の改善にも生か

すことができました。 

さて、このルーブリックは授業だけでなく、
特別活動や行事等においても活用してい
ます。ここでは小学部１年生の授業「おむ
すびころりん」を紹介したいと思います。 
このルーブリックは音読の練習開始前に作成し、2 つの

点を工夫しました。 

  

授業用ルーブリックの紹介 

  

   まず１つ目は、表記を工夫した点です。ルーブリックの基準

を示す際には、A･B･C または、S･A･Bなどの表記が使わ

れることが多いのですが、学習内容の価値より評価にこだわ

りが生まれないようにするために表記の仕方を工夫し、以下

のように達成度を象徴化した図で表すようにしました。こうす

ることで児童が目標として捉えやすくなり、楽しみながら意欲

的に音読に取り組むことができました。 

次にルーブリックの設定の際に児童の声に耳を傾け、彼らの

意見を取り入れたことです。教師だけがルーブリックを作成し

提示するのではなく、児童と一緒に作成することで児童がよ

り主体的に活動に参加することができます。この授業では、

音読の練習を繰り返している間に、最も高い目標として設

定していたものよりも一つ上の評価基準を児童が考え、発

表したのでそれを追加することにしました。 

 

 

 

 

このように形に囚われることなく、児童生徒の意見を取り入

れ、その都度オリジナルのルーブリックを作成することで子どもが

主体的に学びを得ていくことができると考えます。 
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表１：「おむすびころりん」の音読の際に用いたルーブリック 

 


